

















呼ばれていた人のマネジメントが，人的資源管理（human resource management: 以下 HRM）と呼






































（Schuler and Jackson, 1987他）
③　 HRMが企業組織内の個人，集団に蓄積される知的資本を豊かにし，業績を高めるという研究
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